
第１回ホール等文化施設のあり方に関する検討委員会 議事録 
 

日 時：令和４年８月２５日（木）１３時３０分開会（１７時００分視察終了） 

場 所：鳥取市役所本庁舎６階 ６―５会議室 

出 席 委 員：張委員長、中山副委員長、塩谷委員、河合委員、赤山委員、新委員、神部委

員、棚橋委員 

欠 席 委 員：なし 

事務局：高橋企画推進部長、文化交流課 福山課長、城市課長補佐、藤田 

    福井資産活用推進課長、西垣係長、須﨑生涯学習・スポーツ課長 

    戸田政策企画課長は欠席 

オブザーバーとして、教育福祉振興会田邉管理者も同席 

 

１．開会 

 

２．あいさつ 

 

３．委員紹介 

 

４．会長・副会長選出 

ホール等文化施設のあり方に関する検討委員会設置要綱第５条、第６条の規定によ

り、会長及び副会長の選任について委員へ意見を求め、事務局一任を受けた。 

事務局から委員長に張委員、副委員長に中山委員を選出することを提案。全員一致

により承認される。 

 

５．委員長・副委員長あいさつ 

 

６．議題 

（１）本検討委員会について 

（資料２について事務局より説明。） 

 

【委員】昨年行われた庁内会議の検討内容は今回の資料に入っていない？ 

【事務局】配布資料３「現状課題」に載せている。 

【委員】今回の委員会では、各個別の施設についての言及もしていくのか、それとも鳥取市

全体或いは中心市街地としての施設のあり方をマクロ的に見ていくのか。 

【事務局】現時点でのイメージとして、ある程度エリアごとに検討することがよいと考えて

いる。中心市街地で見た時に、市の関連施設、県の施設、民間施設がある中で重複するよう



なものは不要とか新たな機能が必要等を議論いただきたい。 

 

（２）議題２ 文化施設を取り巻く現状・課題について） 

(資料３について事務局より説明） 

 

【委員】詳しい説明で課題は理解できた。各施設について月に数回利用しているので様々な

事情はわかっている。今後会議を重ねていく中で、色々発言させてもらいたい。 

【委員】現状と課題はよく分かった。文化芸術を中心にして、我々市民の生活や暮らしの質

をこれによってどう高めていくかということがこの議論の内容なのか、或いはある程度の

方向性が、市の中であったのかお聞かせいただきたい。 

【事務局】これまで市の内部で調査研究してきた。これを踏まえて、どういう方向性がいい

か、今後本会でとりまとめていきたいと思う。人口が減り、財政が厳しくなり、右肩上がり

に施設をどんどん作るのはなかなか難しい。しかし行政としては先ず「まちを元気にするこ

と」が行政の責任。厳しい状況ではあるが、その中で文化芸術が盛んになって、鳥取市が元

気になってまちが活性化するにはどうしたらいいのかという視点も持ちながらやっていか

なくてはいけない。このような視点を含めて、今後の方向性について一緒に話をしていきた

い。 

【委員】なぜ鳥取に住んでいて、県外に出ないと活動ができないのか。鳥取市出身、鳥取県

出身の芸術家は多いが、その人達が、なぜ鳥取に帰れないのかという現状も皆さんにお伝え

したい。コンサートなども減り、厳しい状況ではある一方、リモートで生活できるようにな

り、都会から田舎へ移住してきている。ぜひこの文化施設のあり方を検討していく中で、移

住も観点にしてもらいたい。 

【委員】事務局からの説明資料は統計結果をまとめられたものである。参加者が多い場合、

近くで活動ができればよいが、なければ遠いところから集まってくる。そうなると、単純に

地元だけにとどまらず、集まる場所としてなにが魅力になるかが大変重要になる。 

施設の機能、配置等色々な観点から集約していく必要がある。 

 

７．その他 

（事務局より１０月２１日（金）午後に第２回委員会を予定と説明） 

 

【委員】皆さんが色々自分の専門で意見を出し、市がそれをまとめる形で進めてほしい。 

【委員】この委員会で利用者のニーズや現状を把握した上で意見を出し合い、最終的にこう

いう施設が必要という提言ができるのか。 

【事務局】皆様方の意見を集約したものを、事務局がまとめていく。まずは、鳥取市として

今後文化施設をどうするか、方向性をある程度出してもらい、次は中心市街地の施設につい

て鳥取市全体の方向性に沿ってどうするか皆様方のご意見をまとめていく。議論の進め方



は今後の皆様の議論の内容に沿う。 

【委員】皆さんから理想像を語っていただきたい。するとどういうことをやるべきかという

課題が出てくる。そして色々な課題について、立地や施設の機能によって解決するか、運営

によって解決するか。また、中心市街地が担うべきもの、一方で各地域においてでしか特色・

特徴が出せないような活動もある。このような中心市街地、新市域の住み分けも含めて、最

終的にある程度の方向性が見えてくる。 

【事務局】皆様方の理想を伺った上で進めるという意見であったので、次の会の進め方を委

員長と相談をさせていただき、進めていきたい。 


